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国家暴力にアートで抗う！
画家・

ホンソンダム

洪成潭の挑戦
靖国神社は、侵略の美化／戦争への動員を正当化する装置であった。
しかし、それはいまなお、日本を、東アジアを、闊歩している。
私たちは、ヤスクニズムとどう対峙するか？

〈ヤスクニズム〉とは？
ダグラス・ラミス（沖縄キリスト教学院大学教員）が日本の保守派の軍
国時代のロマンを「靖国＋イズム＝ヤスクニズム」として、ドイツの「ナ
チズム」と比して皮肉った造語。つまり、私たちの日常に潜む「国家主義、
国家暴力」と言いかえることができます。

洪成潭（ホン・ソンダム）
画家。1955年韓国全羅南道生まれ。軍の武力弾圧によって多数の市民が犠牲となった1980年「光州民衆抗争」に
おいて、文化宣伝隊として活動。たび重なる弾圧や投獄に屈せず、80年代民主化運動と呼応して生まれた民衆美術
運動のもっとも先鋭的な担い手となる。光州ビエンナーレ、NYクイーンズ美術館、沖縄佐喜眞美術館などで個展多
数、国際的にも活躍。著書『光州「五月連作版画 ― 夜明け」ひとがひとを呼ぶ』（夜光社、2012 年）など。
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